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幼児の生活と健康に関する調査研究
一一一 母親へのアンケート調査より 一一
An Investigation into Infant’s Life and Health 
. Based on Questionaires to Mothers : 
東昇
Noboru AZUMA 
I 目的
子供が変わった。と言われて数十年になる。特に，行動や動作の変り方，運動中や日常生活
の中でおこす怪我等も多様で，一時には，骨折が多発，亦々，転んで顔面を打つ，ボールの捕
球は顔で，瞬時の身の嫁しが出来ない等々 について， 教育の現場から， そして，各種の研究会，
学会等から声高に叫ばれた。この様な状況の中で，現状把握を考え，過去6ヶ年に亘り，中学生，
高校生の生活と運動についての調査研究を行い，更に，運動と障害（特に，学校管理下におけ
る障害に絞って）について実態調査を行い発表致して来たが，察するところ，家庭における生
活の在り方が，日常生活の行動形態に負の作用を及ぼしている様にも感じられた。この事から，
今回は， 生活基盤が形成されると言われている幼児期について，幼稚園児の生活と健康の実態
を探るべく，園児の母親へのアンケー ト調査を実施し，前者との関連を追求してみたいと考え
た。更に，教職課程を履習する学生への指導資料の一助としつつ，保健教育のすすめ方の一端
を探ってみる事をも目的とした次第である。
E方 法
1）対象 札幌市内幼稚園2園，江別市内幼稚園3園の計5園の父母，1038名に対し，ア
ンケート調査を実施した。回収率は， 70.9%であった。
2）実施期間平成7年2月17日より25日の一週間
皿結果と考察
1.対象者は，表1に示す様に， 3歳児から 6歳児で， 5歳児， 6歳児が多く，全体の88%
を占め，3' 4歳児は，男児で11.4%，女児で14.1%であった。これらの回答記入者は，ほと
んどが母親によるもので， 97.8%と高く，数名の父親，祖母による回答もみられた。なお，ほ
とんどの項目に回答記入を得られたが，若干の項目に無記入があり，これらについては，無回
答の項目として処理を行った。
2.通園方法については，全体では，送迎パスによるものが， 55.3%と多く，次いで、，「一
50 
表1 園児年齢及び人数
年海----.J!glJ 男 !,'. 
6 歳 165 (45. l %) 
5 歳 167(44.5%) 
3・4歳 43 (11.4 % ) 
計 375 
メ口込 言十 736名
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女 児
163(45.2%) 
147(40.7%) 
51(14.1%) 
361 
送迎ノ〈ス
l人友人と徒歩
親のつきそい徒歩
自家用車その他
図1 通園方法
（単位名・百）
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人又は友達との徒歩通園」が22.7%，「親のつきそい徒歩」 18.3%，「自家用車その他」 が5.7%
となっていた。これも，地域によって異なり，札幌市内中心部の幼稚園では， 82%が「親がつ
きそっての徒歩通園」，残りが，子供同志の徒歩で，車を利用する児は皆無であった。住宅地
域である事と，幼稚園の校下範囲が狭い事を示している。一方，札幌市郊外に位置する幼稚園
では，その居住範囲も広く，パス利用が，87%となっている。江別市内の幼稚園では， 1園が68%,
他の2園は，同一系列の幼稚園だが，一方が49%，他方は30%と，住宅地域の特徴がみられる
（図1）。
3.子供の健康と活動の様子
①子供の健康については，図2に示す通り， 「すこぶる健康」 22.1%， と「健康」 72.4%
相方で， 94.5%が「健康」と答え，すこやかな発育発達の現状をみる事が出来る。しかし， 5.5%
の園児に 「余り健康でなく，弱々しい」との回答があった。これらは，後述するが，アレルギ一
体質を持つ子供，アトピ一体質を持つ子供，風邪をひきやすい子供達で，母親の苦労が知られる。
図2 子どもの健康 図3 子どもの活動状況 図4 親から見る子ども
の運動量
②子供の健康度合と，活発に動き回る事とは，深い関係があると思われるが，これにつ
いては，「多いに活動する，動き回る」32.5%と，「する方」 55.8%を加えると， 88%の子供達に，
活発さがみられた。一方，「余りしない，ほとんどしない」子供達は， 11.7%で，男女児別では，
男児10.4%，女児12.7%と，女児に若干多い傾向がみられた。
③ 更に，子供達の一日の運動量について，親の日からみた程度でみると，「十分J34.2%, 
「やや十分」 50.3%で，84.5%が，相応の運動をしている様子が見られる（図4）。一方，「不
十分」と思われるのが， 15.5%と多く，前述の「活動を余り しない，ほとんどしない」を上回っ
ていた。男女児別でみると，男児は18.1%，女児が12.7%と男児の方に，運動量不足が多い様
である。
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④子供達の，運動の場，遊び場所については （3ケ所記入の複数回答）最も多かったの
は「家の中J95. 8 %，次いで 「幼稚園や保育園」 73.1%，「家の回りJ57. 9 %，「道路， 公園等」
37.1%の順であった（図5）。これらを男女児別でみると， 「家の回り」では，男児62.1%，女
児53.4%と，男児に多く，「道路，公園」では，男児36.0%,
女児38.2%と， 女児の方が遠出で遊んでいる様子がみら
れた。「その他」として，9ケ所の記入があったが， 「友
達の家」，「スーパーの駐車場」，「祖父母の家J，「スポー
ツクラブj，「マンションの廊下，階段」等々で，家の近
くに，子供に適する遊び場のない環境を見る事が出来る。
特に，本調査が， 冬期であった事でもあり，活動の場を
制限してしまった事もあろうかと思われる。
⑤子供達の遊び友達についてみると（図6），「1
～ 2人Jが全体の半数，51.7%で，男児48.8%，女児54.8%
に女児の方が多く，更に 「たく さん居る」との回答は，
全体で39.1%，男児で40.2%，女児が38.2%であった。
友達を多く持っているのは，女児の様で，前述の， 遊び
場所との関係も理解出来る様である。又，寂しい事に，「近
所に友達が居ない」子供が，男児で， 10.9%，女児で7.2%
あり，幼稚園に行っている間のみの交友関係では，可愛想、な気がする。子供の少ない事で，遊
びも出来なく，子供同志の気持ちの理解も出来なくなれば，将来の不安が，益々大きくなって
図5 子どもの遊び場（複数回答）
（単位名 出）
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図6 近所に住む遊び友達の数
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くるに違いない。後述するが，母親の子供の健全な成長を願う気持ちの中に，「友達と仲よく」，
「他人の気持ちを理解出来る子」，等々強調されている事も理解出来る。今後，住宅が郊外に
伸び，一方で、は， ドー ナツ現象が起って来ると， 交通手段の， 便利さはあるが， 幼稚園での集
団生活から解放された後に問題が残る感がいたした。
図7-1 子どもの遊び（一人遊び）（複数回答）⑤ 子供の遊びについて， 複数回答により， 「1人
。5060 ;:1:0~山。遊び」 と 「集団での遊び」 を見たのが， 図 7 -1 ( 1人
」一一一一一 回 3 I 遊び），図7 2 （集団遊び）である。「l人遊び」では，お絵かきぬり絵
図男児
口 女児
図 全体
TV・ 74.6 
ファミ コン
おもちゃ
人形等
折り紙
工作・粘土
プロッ ク
プラモデル等
本（絵本）
パズル ・
カー ド
外遊ぴ
全体的にみると，「お絵画き，ぬり絵等」57.6%，「TV,
ファミコン」53.4%，「オモチャ，人形等」 32.9%等々
の順位で，男児，女児で遊び方に大きな差がみられた。又，
男女児共に同じ事で示された遊びは，「本を読む，絵本
をみる」，「パズル，カード遊び」，「外遊び」であった。
この中で，男児の「外遊ぴ」に，“一人でサッカー ペ “ボー
ル遊び”をしている等の記入があり，子供の寂しさが目
に写る様な気がした。 一方の「集団での遊び」では，「外
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図7-2 子どもの遊び（集団遊び） ‘ 遊び」 67.1%，「ごっこ遊びJ52. 3%，「TV，ファミコ
（単位名 %) 
O JO 20 30 40 50 60 70 80 90 100 ン遊び」 41.8%が，ベスト 3であるが，何れも男女に大
佐主日目以，：，：，：，：，：日＂＇＂＇＂＇＂＇日 中山山止中山古川J73.6 I 
外遊び I " J印 4 ｜ きな差がみられる。特に男児では， 「外遊び」に次いで，
こ会っこ遊び
TV 
ファミコン
おもちゃ
人形等
ブロック ー
プラモデル等
図男児
口 女児
悶 主体
「TV，ファミコン遊び」で，行動面で，動と静の様子
をみる事が出来る。又，女児でも， 「外遊び」に次いで，
「ご、っこ遊び」，「オモチャ，人形での遊びJと続き，遊
ぴ方は変っても，女児には特有の遊びがある様である。
⑦子供は遊びの「天才」と言われているが， 前述
の様に，遊ぶ友達が少なく，又，遊び、場も少なくなって
来ている今，子供達の遊びの知恵は， どこから得ている
のかについて見たのが，図8である。これでみると，ト ッ
図8 遊びの知恵は何から得ているか プは，「幼稚園から」で， 70.5%，男児で64.5%，女児
が76.7%であった。女児の方に，幼稚園での影響力が強
い事が知られる。次いで，「友達から」，「自分で考えて」
が共に48%と男女児共に差もなく，創造力に富む， “遊
ぴの天才”の一面を見る事が出来る。しかし， 「ご、っこ
遊び」の内容には， TV人気キャラクターの物まね等も
多いとの記入をみると， TVからの知恵獲得率はもっと
高いものと思われる。
③家にある，子供達の遊び道具やオモチャについ
てみると（図9-1，図9-2，図9-3），オモチャは，
全員が所持し，中でも， 「10種類位」が
42.2%，「30種類以上，数え切れない」が22.6%と，多
種に亘り所持されていた。又，「TVゲームJでは， 「10
種類程度」と回答されたのが， 48.1%で，男児が57.6%,
女児は， 38.2%と，男女の遊びの差がみられた。無回答
の40%については，他の設問との関係からみて，「所持
されていない」ものとみてよい様である。一方の， 「運
動やスポーツ用具」の所持については「10種類程度迄」が，
全体で， 85.5% （男児88.8%，女児82.0%）と，男女に
図9-3 所持する運動やスポーツ用具 余り差もなく，運動用具が持たれていた。しかし， 所持
o 10 20 30 40 so 60 ~!-1~i' ~0% {o。しているものと， 「好んで遊ぶ」 ものとは違い， 全体で
（単位名： %) 
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図9-1 所持する遊び道具
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図9-2 所持するTVゲー ム
（単位名拓）
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図女児
図 全体無回答 12 
みると（図10）， 「オモチャJ50. 5%，「TVゲームJ35. 5%, 
「運動スポ ツー用具」 8.9%の順で，前二者では，男女
に大きな差がみられた。ここで，「運動，スポ ツー用具」
図10 好んで遊ぶもの
オモチャ
TVゲーム
無回答
（単位名 %) 
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~柏田I
図 男児
図 女児
回 全体
図1 オモチャ・TVゲーム・運動用具に
かかる年間費用
（単位名 i%) 
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図12 遊び用具・道具の揃え方（複数回答）
（単位名 河）
O IO 20 30 40 50 60 70 80 90 100 
L一一一一一一一一一315
子どもにせが”
まれて 日
親が選んで
土産
誕生日・祭等
のプレゼント
図男児
図 女児
回全体
53 
では，調査時期が冬期であった事も影響しているものと
考えられる。
これら，子供の必需品とも言える， 「オモチャ」，「TV
ゲ ムーj，「運動， スポーツ用具Jに， 年間どれ位の支出
がなされているかについてみたのが，図11である。これ
でみると，2万5千円位迄が，63.6%と最も多く， もう
少し，幅を広げ， 5万円位迄としてみると， 85.2%と子
供への支出は多くの家庭で見る事が出来る。もっと，高
額で， 10万円前後と回答されたのは， 2.2%であったが，
かなりの支出をみる家庭もあった。
この様な支出傾向に対して，どの様な揃え方をしてい
るのかを見たのが，図12である。複数回答によるもので
あるが，最も多かったのは， 男女児共， 「誕生日，お祭り，
正月時のプレゼン トとしてJが， 平均97.3%と高かった。
次いでは平常時に，「子供にせがまれて」， 「親が選んで」
が相方で76%となっている。或いは，「子供にせがまれ」
ていたものを，「土産」として与えている事もあるが，
何れも，男児の方が，女児を上回り，「遊び道具jの獲
得には，男児の方が積極的に行動を起している様に見受
けられた。又，「プレゼント」 と回答された中に， 最も
多かったのは，祖父母からのもので，家庭での支出以上
に，子供の遊び用具は， 量も種類も増えている様である。
兄弟姉妹の多いところでは，「お下がり」 ゃ 「兄弟兼用」，
又，「子供の小遣いをためて共用で揃える」，近所から「ゆ
ずり受ける」等々の回答もあった。年々高価になってい
く， オモチャ類を揃えるのは， 大変な事と思われる。
4.子供の生活とテレビ視聴について
もはや， 生活の一部となって
しまっているテレビの視聴は，欠かす事が出来ないもの
となっている。テレビ普及がはじまった昭和30年代， テレピによる“一億総白痴化”の声は，
現代生活の特徴として，
その他
何処ともなく消し飛んでしまい，その様な心配や危慎の声のあった事さえ忘却の彼方に去って
しまった現代である。特に，子供達にとっての，なくてはならないこのテレピについて，視聴率，
視聴時間， 視聴番組，また，テレビゲームについて調査し，更に，健康面との関係から，子供
の視力について，親の関心度を聞いてみた。
① 子供達のテレビの視聴は， 程度の差はあるが， 100%であった。 中でも 「余り見ない」
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図13 テレビをみますか との回答は7.4%で， 「毎日よく見るJ48.1 %と，「みる方」44.5%と
相方で92%強となっていた。全家庭にテレピが完全普及している現代，
当然の事であった（図13）。この様に多くの子供が見る番組は，どの
様なものなのであろうか。この事について，本年8月，札幌市で開催
された，「日本PTA全国大会」で，日本PTA全国協議会がま とめた
アンケート結果が， 本調査と一部関係する番組が出ているが（北海道
新聞8月18日付夕刊，テレビ番組， 「見たい」「見せたい」
図14 好んでみる番組（複数回答）
子と親にギャップ），子供達が好きなのは，やはり， ド
ラマや，アニメ，そして，バラエティ番組であった。
ラッキーマ／
スラムダ／ク
他85番組
｛単位名百）
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②子供達の好んで見る番組 （図14)
親からみた，子供が好んで見る番組は，記載総数で96
番組に及んでいた。番組の中には， 15分もの， 30分もの，
1時間もの等々，時間の長短は様々であるが，如何に多
くの番組があるかを，改めて見直した次第である。番組
によっては，男児，女児に視聴率に大きな差が見られた
が，全体的に，平均して高いものからみたのが，図14で
ある。この中で，男女児共に，余り差がなく見られてい
るのは， 2位に入っている「クレヨンしんちゃん」
(32.0%）と， 3位の「ドラエもん」（24.2%）であった。 先の， PTA全国協議会の報告に
よれば，前者の「クレヨンしんちゃん」は，親が子供に見せたくない番組の3位（4.8%）に入っ
ていた番組である。筆者には，番組内容不明の為，これについてのコメン トは出来ない。男女
児で，大きく差がみられたのは， l位の「セーラームーン」と，4位の 「カクレンジャー 」，
5位の「ドラゴンボールZJで，それぞれに興味を引き ょせる内容なのであろうが，残念なが
ら内容分析が出来ない為，子供の心理面と画像の与える影響等についての研究は次回に報告致
し度いと，思っている。
① これら各番組を「誰と見ているか」については，図15に見られる様に，「兄弟姉妹と一
緒に」が80.7%と最も多かった。ちなみに，本調査時の，子供の数では， 「l人っ子」が10.8%,
「2人」が59.9%，「3人」が25.1%，「4人以上」が4%
図15 テレビは誰とみますか（複数回答）
単位名 拓） で，兄弟姉妹のある子供は約90%であった。次いで 「家
l人で
兄弟姉妹と
友達と
親と
家族一緒で
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 
81.8 
79.5 
8ο7 
図男児
ロ 女児
回 全体
族一緒でj が51.2%，「親と一緒」が， 28.8%となって
いたが，「l人で」が26.7%で，女児の方が3割近くを
示していた。前述（図 7-1）に示される，「子供の一
人遊び」 の項で， 「TV，ファミコン」，「ブロック，プラ
モデル，ロボット遊び」以外は， 女児の一人遊びの方が
多い事と関連があるのかもしれない。これについても，
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今後検討してみたいと考えている。
④ テレビの視聴時間について，一日の平均的時間として，回答されたのが，図16に示され
図16 テレビの視聴時間（一日平均）
（単位名 %) 
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5時間以上
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図男児
口女児
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るものである。これについて，多い時聞からみると，「1
時間30分～2時間位」が， 31.8%で第1位，次いで 「2
時間30分～3時間位」が27.0%，「1時間一1時間30分」
が16.3%，「3時間30分－4時間」が13.0%となっていた。
男女児別でみると，大差はないが， 3時間位迄は女児の
方が多かったが，4時間以上に及ぶのは，男児の方が多
いという結果が出ていた。この結果からも，番組の多さ
を知る事が出来るが，更に，「大人向け」のドラマ番組
等の見方については（図17），「見ない，見せない様にし
ている」が19.5%以外，ほほ80%が「見ている」と回答し，
図15に示される「親と一緒にみるJ，「家族と一緒にみる」等の，見方
図17 子どもの大人向き
一番組の視聴 の多さを裏づけている様にも見受けられた。
⑤更に，子供の TVゲームについては，前述，図7-1及び図7
-2によ り個人・集団遊びの中に，高い率で示されていたが，子供達
で， TVゲームを所持しているのは， 67.4 % （図18）と 2/3の家庭
でゲームを楽しんでいる事が知られる。これらのゲームは誰と行い，
楽しんでいるかについては （図19），「兄弟姉妹で」が52.2%，「友達と」
が24.8%，「親と」が20.5%，「一人で」が18.7%の順で
図18 テレピゲームを持っていますか あるが，男児では「一人で」と， 「友達とで」が，女児
（単位名拓）
持っている
0 1020304050607080卯 100 よりも高い率を示している。一方， 「親とするJについ
無回答
図男児
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図19 テレビゲームは誰としますか
（単位名 %) 
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ては，男女児共ほほ同率であった。又，「TVゲーム」
を持っていないと回答した173名について，子供が，ゲー
ムが出来るか否かについて調べたのが，図20で， 半数の
53.5%が，「遊べる様だJと回答している。前項での，「友
達と遊ぶ」の男児の率の高さは，ゲームを持つ持たない
に関係なく，もはや，子供の遊び、道具の一つになってい
るものと見る事が出来る。
⑥子供達の，テレビ視聴時
図20 テレピゲー ムを持
たない子の反応
の，テレビ画面迄の距離につい
ては，視力との関係で強く指摘
されているところであるが，図
21にみられる様に，「2m位」が61.2%と最も多く，次いで 「lm位」
18.5%，「3m位」が16.5%となっていた。年々， テレビ画面が大き
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図21 テレビ視聴時の画面までの距離 くなって来ているのに，更に， テレビゲーム等で，
1 m位
2 m位
3m位
4m位
無回答
61.2 
（：位私自。動きの早いもの，小さな動きをするものに対し，
〒一一←ー「
テレピにすり寄って， 画面と，ニラメツコしなが
ら見ている子供の姿を想像すると，あるいは，そ
の距離はもっと短かく，画面近くで見ているので
0 10 20 30 40 50 60 70 
01020 30 40 50 
はなかろうかと思われる。 これらには，家のつく
同 70γ 乍出。り， 部屋の狭さ等から，距離をのばして見る事が
TITIIITITIJ 1s.1 I 出来ない，生活環境も原因しているものと考えら
｜ れる。この様な現状で，親が，「子供の視力につ
J いて，気になる」との回答は75.1%で，多くの親
は気にしている様子を伺えた（図22）。しかし，「気
図22子どもの視力は気になるか
なる じ日日目日
ならない ド三日日日I14.5 
気にしたこ t』T胃 n
がない じliB・7
無回答 lll.7 
にならないjが14.5%，「気にした事がない」が8.7%とあるのは，見方によっては，環境がよく，
テレビ迄の距離を置いて見せているのか，時間を短かく見せているのか，良い方に解釈をした
いと考えた。
5.子供の食欲，食べ物の好き嫌い，オヤツ等について
飽食の時代とも言われ，無いものがない位に何でも揃っている現代の日本の社会。一方， 世
界の各地には，飢餓に苦しむ人々，中でも，痩せ細った子供の映像をみる都度，本当に，現実
にある事実なのだろうかと目を疑い度くなる様な感さえしてしまう事がある。 何と幸せな日本
の社会である事か，この様な社会で育つ子供達の食べ物に関して調査をしてみた。ここ数年，
子供達の体格は大変よくなって来ている（文部省，平成6年度，学校保健統計調査報告書より），
これは，食べ物（むろん，栄養のバランスの上で）による影響が大きいと云われているが，子
供達の食欲と，それらの好き嫌い，又々，間食について以下に述べてみたい。
①子供達の食欲については（図23）「3度の食事はよく食べる」が25.7%，「普通に食べる」
が53.8%と，約80%は，十分な食欲で，食事をしている様子が伺える。しかし，「食が細い」
子供が約20%あり，前述， 図3,4に示される。子供の活動状況が 「余りない」子供や「運動
不足」 又， 「弱々しいJ，子供達に多かった事も知られる。当然の事ながら，活動的な子供には，
食欲面でも十分に反応を示している様である。一方，何時の時代でも，食べ物の好き嫌いはあ
るものであるが，今回の調査でも， 66.5%（図24）の子供達に好き嫌いがあるとの回答があった。
一方，「好き嫌いのないJ子供達は31.1%と， 3人に l人は，食欲も
あり，何でも好んで食べている様子を知る事が出来た。
②この様な「好き嫌 図23 子どもの食欲について
図24 食べ物の好き嫌い
について
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図25 女子きな食べ物について（複数回答）
（単位各 %) 
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好きな食べ物は （複数回答），食品名で記入のもの，料
理名で記入のもの等様々であったが，全記入の食品，料
理名は，51種に及んでいた。これらをまとめたのが，図25
である。順位別ベス ト5にについてみると，「肉類， 肉
料理」がト ップで56.8%，次いで「果物」33.7%，「カレー
ライス」 26.3%，「魚類，魚料理」 20.1%，「野菜類及び
料理」 18.3%の順になっていた。子供達の好みは， やは
カツ，ステーキ，すき焼き，
ソーセージ等々で，男女児共に高
しかし， 好みも，男女児で差があり，男
児の方が高い率を示しているのは， l位の「肉類，肉料理」
が62.6%,3位の「カレーライス」31.7%, 4位の「魚類，
り肉料理の，ハンバーグ，
焼肉（各種），ハム，
い率であった。
魚料理J21.3%, 6位の「ラー メン」（麺類に入れるべ
きかと考えたが， 中華系料理のーっと して，一項目とした。） 21.6%, 8位の「ご飯もの （五
目ご飯，オムレツ，オニギ1人 チャーハン等）J13.6%で， 他は，女児の方が高い率であった。
中でも，女児が多く好んだものは，「果物（ミカン，リ ンゴ，サクランボ， メロン，イチゴ等々）」
で37.7%，「野菜 （サラダ類）J19.9%，「麺類（ソパ，ウドン）」 16.0%，「スパゲティ」6.6%,
「揚げもの類（天プラ，フライ等）」8%，等々で，男児を上回っていた。男女の好みは，幼
児の頃に形づくられ，育ってくるものなのだろうか。
③好きな食べ物に対し，「嫌いな食べ物」については（図26）全食品，種類52の食品名及
び料理名が記入されていた。この中で，最も多かったのは， 「野菜類」で，全体で96.6%，男
図26 嫌いな食べ物について
（単位名指）
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児で96.8%，女児で96.4%となっていた。前述「好きな
もの」の中に， 18.3%の「野菜」好みがみられたが， そ
れを上回る率であった。 その内容は，嘆いのきついもの
や，口当りのよくないもの等にある様で，ネギ， 玉ネギ，
ピーマン，人参，ブロッコリー等々が主なものであった。
2位以下は，率は低くなるが，「魚、員類 （煮魚，焼魚、，
カキ，アワビ，ホッキ， シジミ貝等々）」9.9%，「きのこ，
椎茸類」8.5%，「野菜料理（イタメ料理，煮付け，オシ
タシ等々 ）」7.2%，「肉類，肉料理， 肉加工品（レバー，
ウインナー，ソーセージ，豚肉，焼鳥等々）」 5.3%，「果物（バナナ，キュ イー， レースン，
イチゴ等 ）々」 4.0%等となっていた。更に，7位には 「刺身（イカ，サパ， アジのた
マグロ等 ）々J, 8位に「酢のもの（野菜もの，タコ酢等々）」， 9位に 「乳製品（バター，
チーズ，牛乳等々）」 等々あげられていた。これら，子供の嫌いなものを見ていくと， 多くの
家庭で，大人と変わらない料理内容で，食事が出されている事が垣間見られる様である。
レモン，
たき，
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④ 子供には， 3度の食事に加えて，欠かせない栄養補給として，“オヤツ”をあげる事が
出来るが （図27），オヤツを「食べない」子供が8%，他， 大部分の子供は 「十分に」又「普通」
図27“おやつ”を食べますか
程度に食べられている様である。このオヤツについて， どの事委なもの
が好まれているかについてみたのが，図28である。この調査について
も，好き嫌いな食べ物同様，食品名，商品名，菓子名等々多品目につ
いての回答がょせられた。中には，同類と思われるものも含まれるが，
出来る限り， 回答の多かった菓子名にそって分類をしてみた。これに
よると， ベスト 5位は， l位「スナック菓子類」39.6%, 2位 「チョ
コレー ト類」 37.6%, 3位 「アメ， キャンディ類」 25.9%,
図28 好んで食べる“おやつ”（複数回答）
（単位品 %) 
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図29 “おやつ”の時間に
ついて
図男児
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のであるが， 「果物類」と余り差がなく多かったのは 「ガ
ム類」20.1%であった。何れも，男女共に大きな差もなく，
平均的な，オヤツの趣向傾向とみる事が出来る。ちなみ
に， 「ガム類」に続いて，「ポテトチップス類（商品名で
の記入が多かった）」 18.3%があがって居り， I位の「ス
ナック菓子類」に加えるべきか？とも考えたが，種類と
共に，商品名であげられ明らかに，ポテト系である事か
ら，独立して一項目としてあげた次第である。以下40数
品目にEって回答がょせられ， 菓子類の多さに，改ため
て知識を深めた感であった。これらオヤツを与える時間
については（図29),65. 3%が「決めて与えるJと答え，「決めていない」
24.7%，「欲しがる時にJ10%となっていた。多くの家庭で，時間を
決めて，与えている様である。 その時間帯についてみると， l回目が，
（男児63.4%，女児59.2%）と最
も多く，昔から 「一服の時間」として，労働の一休みの時間が，今は
子供のオヤツの時間帯となっている様である（物の本によると，
15:00-16:00の時間帯で， 61.4%
｝＼ヅ
の時刻＝昔の時間で，現在の午後2時頃に間食をしたのが，“オヤツ”
と言われている）。次いで，正午迄の午前中で， 19.5% （男児20.2%，女児18.8%）と，男児
の方が，相方共に若干高い率を示していたO 又，2回目と しては，15: 00～16 : 00の時間帯で，
16.1 % （男児14.9%，女児17.4%）と，若干ながら女児の方が高かった。 3回目としては， 18
: 00-19 : 00の時間帯で2.8%と少なかった。夕食の時間又は，直後の時間で， 当然少ないが，
しかし，20:00頃に食見方によっては，食後のデザート的に与えているものと も考えられる。
べると回答されたのも数名ながら見られた。後述するが，子供達の就床時間との関係で，夜型
になっている生活が， オヤツの時間にも関係している事も考えられる。
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⑤ この様な時間帯と，回数にして食べられている，“オヤツの量”について，母親が，理
想と考える量と，食べ物全般について，子供の噌好と，親の日書好の関係についてみたのが図30,
及び31である。これには，特に，基準を設け
図30 母親が理想とす 図31 食べ物や“おやつ
る“おやつ”の量に の晴好と親との関 たものではないので，親の主観的な見方での
比して 係について
回答である。これによると，母親の“理想と
するオヤツの量”については，「丁度よい」
が62.8%と， 2/3が，ほほ理想の量と考え
られている。一方，「少ない様に思う」は約 5%
で，前述の「食の細い」子供及び「好き嫌い」
のある子供に多くみられた。この“オヤツ”や，
“食べ物”について，子供の晴好と，親の晴好の関係では，「関係がある」が50.4%で，「ない
と思う」 39.5%を上回っていた。よく言われる“おふくろの味”“家庭の味”は，この様な関
係から作られていく事も理解できる。
6.子供の就床，起床時刻友び，親が理想、と考える就床，起床，就寝時間について
①子供の就床時刻については（図32），最も多いのが， 21:00-21: 30の時間帯で， 39.6%
（男児39.4%，女児39.8%）と，男女児共ほほ同じであった。次いで， 20:30～21 : 00の時間
帯で， 20.2% （男児19.2%，女児21.3 % ），わずかに女
図32 子どもの起床・就寝時刻について
①就寝時五lj 児の方が多かった。この 1時間の間で，約60% （男児
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58.6%，女児61.1% ）の子供達は，床についているが，
残り40%の子供達は，20:30迄で12.7%, 21: 30～22: 00 
の聞が16.1 % , 22 : 00以降が， 10.8%と遅い就床組が，
約27%もあった。これに対して，起床時刻を見ると（図
33），最も多いのが，7: 30～ 8 : 00の時間帯で， 38.9%
（男女児共ほぼ同じ），次いで， 7: 00-7 : 30の時間
帯で38.2%と，この 1時間の間で， 77%の子供達は起き
図33 子ともの起床・就寝時刻について 」
①起床時刻 て居り，枕床時間の21: 00時からみると，平均的に，ほ
ぼ10時間30分の睡眠時間となっている。起床時間が，ほ
ほ一定しているのは，幼稚園への通園時刻，特に，パス
送迎等による，時間的制約も手伝って， 7 : 30前後の起
床が多い様にも思われる。
② 子供の就床・起床時刻に対し，親が理想とする時
間帯についてみると，就床時刻では（図34),20 : 00-20 
: 30の時間帯が最も多く， 45.l % （男児43.7%，女児
46. 5%）で，女児の方が若干高い率であった。次いでは， 21: 00-21 : 30の時間帯で32.2%
（男児34.4%，女児29.9%）で，男児の方が高い率であった。 3位の時間帯としては， 20:30 
（’r1 lー7:co 
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図34 親が望ましいと考える就寝時刻
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図36 親が望ましいと考える睡眠時間
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18. 9%となってい
た。親の理想とし
ては，子供の実態
との聞に， 約1時
間早く就床する事
が望まれている様
である。これに対
し，起床時間でみ
（単位名拓） ると（図35),7 : 00-7 : 30の時間帯が， 64.l % （男
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8時間位
9時間位
10時間位
11時間位
12時間位
児65;0%，女児63.1%）で男児の方が若干高率であつた。
次いで，6: 30～ 7 : 00の時間帯で＇，20.1 % （男児17.0%,
詰？ ｜ 女児お2%）と，この時
かつた。これらの時間をみると，子供の実態より，30分
早い起床を理想と考えられている様である。就床・起床
その他・益回答 .1.8 
回男児
臼 女児
図 全体 の時間についての実態と理想とでは，単純にみて， 1時
間30分の時間を，も う少し，寝かせておいてやり度いと
考えられている様である。これに対し，理想とする就寝時間をみると （図36），最も多かった
のは， 10時間位が， 58.1% （男児57.3%，女児59.0%）で，次いで， 11時間位が， 30.2% （男
児30.6%，女児29.9%）であった。理想の就床，起床の時聞からみて， 多少の時間の差がみら
れるが， 10時聞から11時間位の睡眠時聞が望まれている様であった。
に子供の体格について
親から見る，子供の体格については（図37）， 「普通」の発育とみている親が54.9%，「やせ
気味，やせている」とみている親が27.6%，「太っている，やや太り気味」とみている親が13.7% 
であった。この見方についても，基準を置いた訳でもなく，主観的な見方の回答であったが，
半数強が 「普通」とみられて居り，「太っている」にいると見られる中にも， 親の願望として
図37 親から見た子ど 図38 子どもの身長・体重について平均 図39 子どもの身長・体重について平均
もの体格につい に比してどうみてますか ①身長 に比してどうみてますか②体重
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見られている「やせ」志向への目の移りがあるものとも思われ，「普通」がもっとも多くなる
ものと見られる。この事から，「子供の身長，体重について，平均に比してどうみてますか」
については（図38)（図39）に示す様に，「身長」では 「丁度よい」が42.2% （男児39.4%，女
児45.1%）で，女児の方が高率であった。「高い」は， 28.1% （男児28.5%，女児27.7%）， 「低
い」では， 26.6%（男児30.1%，女児22.9%）で，男児の方に，身長差の高さがみられた。「体
重」については，「丁度よいjが49.7% （男児46.9%，女児52.6%）で身長と共に，「丁度よい」
のは女児の方が高率であった。次いで，「軽い」は， 30.4%（男児32.8%，女児27.9%），「重い」
が， 17.6% （男児17.0%，女児18.2%）で，若干ながら，女児の方が，発育が良いと見る事も
出来る様である。この様に，観察からみる，子供の身長， 体重に対し， “母親が理想とする体
格について” みたのが，図40，及び図41である。これでみると，身長では，「丁度よいJと思
われているのが， 58.2%（男児54.9%，女児61.7%）で，女児を持つ母親の方が，観察した 「丁
度よい身長Jより
図40 子どもの体格について母親の理 図41 子どもの体絡について母親の理
想、と比してどうですか①身長 想と比してどうですか①体重 も，高い率で，理
O IO 20 釦 40so 60 ;: ~ot,ぷi。 想の子供の桝各で
ある事を認めてい
る様である。これ
に対し，「もう少
し高い方がよい」
と望まれている親
は36.0%，観察に
よる「高いJを大きく上回り，特に男児については， 40.0%，女児には， 31.8%と，何れも 「背
（単位名：出）
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の高さ」を望んで、いる様である。従って，「も う少し低くてよい」は，3.9%と非常に少なく，
子供達の現実の身長は，親の理想としている身長に近いとみる事が出来る。一方の体重につい
てみると，「丁度よい」が， 54.9% （男児49.6%，女児59.8%）で，実態よ りも若干多く，「も
う少し重くてもよい」が， 28.5% （男児34.1%，女児22.7%）で，観察による「重いJと対比
すると，男女共に，もう少し，体重の増加が望まれている様である。観察の 「軽い」との回答
率からみても，「重い方」を望まれている事が知られた。これらを総体的に見ていく と，子供
達の体格については「もう少し身長は高く，体重は重く， 図42 現在の環境は子どもの健康面か
体格全体が， 今よ り，大きくなってほしい」と考えてい らみてどうですか （単位名 部）
るのが，母親の理想と言う事が読みとれる。 大変よい
8.居住地域について
現代の居住地域を子供の健康面との関わりで評価した 普通
よい方
のが，図42である。これによると，「大変よい」が， 18.2%
（男児18.4%，女児18.0%）で， 男女児共にほぼ同率，
次いで，「よい方」は，40.5% （男児37.8%，女児43.2%)
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で，女児の方に高い回答があった。「普通」は， 29.6% （男児33.0%，女児26.0%）で，男児
の方に高い回答があった。ちなみに「やや悪いJは8.1%，「わからない」が3.5%となっていた。
全体的にみると，「普通」以上が， 88%を占め，生活居住地域については，健康面からみると「良
好な環境」にある事が伺えた。
9.子供の健康な生活についての配慮
最後に，子供の健康面について，「各家庭で実行している事，又， 気を配られている事」に
ついて，一言ずつ記入を願った。その結果，ほとんどの
親が何らかの記入をされ，具体的な個々の問題から，総
体的，全体的な事柄迄，非常に多くの事柄がある事が知
らされた。これらを，大きくまとめて， 7項目にしぼっ
てみた（図43）。しかし，各項目全般に亘る内容の記入や，
一項目に入る記入内容等々 ，複数の記入分類の為，実数
と，割合の掌握は出来かねるが，親が考えている，心配
の事柄の方向を知る事が出来るものと思われる。
その第1位は「食事に関する事」 （参考迄に， 59.1%) 
であった。 内容としては，“バランスのとれた食事に気
図43 子どもの健康に最も気をつかっ
ている事について（複数回答）
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を使っている”“多種類の食品を食べさせ度い”“3度の食事に気を配っている” “栄養補充食
品を考えている”“食べ物の好き嫌いをなくさせ度い”“食べ過ぎへの注意”“無農薬食品，無
害食品に気をつけている”“野菜を多く食べさせる事を心がけている”“薄味に気を配る”“食
事は残さない様に”“愛情を込めた，手作り料理と食事に気をつけている”等々非常に多くの
事柄があった。中には，子供が，アトピー性疾患を持つ親から， 「家庭では気をつけていても，
子供の遊び先で，友達と一緒に食べる （ご馳走になる）オヤツが心配Jとの記入も数件みられた。
2位は「健康面について」の記入で（37.2%も参考迄に）あった。内容項目では， “十分な隠
眠をと らせ度い”“手洗い・うがいをさせる” “虫歯の予防に気を使っている”“目の予防 （TV
の見過ぎ， ファミコンゲーム遊びの制限）に気を使っている”“快食快便の生活リズムを” “ケ
ガや病気への注意”“身体の清潔”“薄着に気を配っている”“治癒力をつけさせる健康体に気
をつけている”“夜型にならない様に”等々がみられ， 3位に 「生活行動面についてjの項で
（参考迄に31.4%），内容項目としては，“外遊びをさせる”“よく遊ばせたい”“十分な運動を
してほしい”“伸び伸ぴさせ度い”“一人遊びをさせない”等々で，子供達に，もっと活動的で
行動性に豊む事への配慮と期待が伺えた。4位は 「生活面全般に関する事」で同22.2%となっ
て居り，女児の親の方が， 若干高い率で記入されていた。 内容としては， “規則正しい生活を
させたい” “生活にリズムを持たせ度い” “きちっと した生活習慣をつけさせる” “早寝早起”“親
の生活に巻き込まない”等々で，前述の「健康面と重複する面もあったが，内容面から考慮し
て一項目としてみた。 5位は「精神面について」で（同7.8%）内容としては“親子のスキンシッ
プを大切にしたい”“子供にストレスをためさせない”“友達を多く持たせ，仲よ く，楽しく，
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行動を”“無理な事を強要せず，思いやりのある子供の成長を”“子供のセッカチさを直す”等で，
男女児共同じ割合であった。 6位は「社会性の面について」で（同6.1%），内容として，“挨
拶が出来る様lこ”“人の面倒が見れる様に”“弟や妹の世話が出来る様に” “人に迷惑をかけな
い様に”“友達と仲よく”等々で，他の項目に亘る内容も見られたが，記入内容から敢えて分
類した次第である。最後に「その他」として分類したが，内容としては，“家の回りの清潔に
対する環境の問題”“遊ぴ場への要望”“好ましい環境づくり”等々大きな問題提起や，“子供
の遊ばせ方が分らない”等の悩みの記入もみられた。何時の時代でも， 親の子への気つ与かい，
配慮は尽きる事はないが，百人百様の事柄があるものと思われた。
N ま と め
以上， 数多く の項目に亘って，幼稚園児の生活と健康について考察して来たが，幼稚園児の
95%は，健康で活動的である事が知られ，生活の一部としての遊びについては，調査時期が冬
期であった事もあって，「家の中」「幼稚園」 等の室内が多かった。遊び方では，男女の差がみ
られ，「一人遊び」 でも「集団遊び」でも共に「TVやファミコン遊び」が多く見られた。見
方によっては 「子供は風の子Jと言われる程，戸外で戯れ遊ぶ事も出来ず，可愛想な気も した
次第である。従って，年代相応の遊び方や，知恵についても，幼稚園での遊びからで，いわゆ
る子供同志，仲間同志での伝統的遊びが育たないのも無理のない事である。又，遊び道具等に
ついては，多種類に亘って所有し，経済的豊かさが感じられる。従って，これにかかる年間の
費用についても， 82%以上が， 4万円台の支出となっていた。 中でも，女児は， オモチャ，人形，
男児では， TVゲ ムーに，好んで遊ぶものとして高い割合を示している事を見ると，子供達の
所持する数量から推測して，実際には，もっと多くの支出があるものとみる事が出来る。遊び
との関連で， TV視聴についても， TV普及率200%以上と言われている現在，当然ながら高
い視聴率である事は言う迄もなく，まさしく， 子供達の生活の一部になっている。 視聴する番
組は，明らかに，男女の趣向の違いを示していた。更に視聴時関も， 3時間位と，長時間に亘っ
ている事から，活動的な遊び時間がない事も計り知る事が出来る。これらから，子供達の視力
についての問題も， 75%の親は心配（気になっている）し，又， TV画面迄の距離でみると， 2m
位で見ている子供が90%弱に及び＼小さく，狭い日本の家の構造が，子供のうちから視力を弱
める原因の一つになっているものでは？と考えさせられた。食べ物の好き嫌いについては，67%
の子供達に見られたが，好きなものには，肉類，嫌いなものには野菜に最も多く，偏食の習慣は，
親の心配を乗りこえ，この頃から出来上がっている様である。前々回の小生の調査で，中学生，
高校生の同様調査でも， 偏食傾向は， 今回と同様の結果が出て居り，海外諸国では，健康の為
にと，日本食が重宝されていると聞くが，逆に日本では，子供の頃から，洋食傾向が進み，成
人病予備軍の育成を助長している様な心配もなくはないと思われる。更に，オヤツについても，
スナック菓子，チョコレート等が好まれ，カロリーの高さ，脂肪分の多さが，食事と同様に多
く摂取されている事も知る事が出来た。 子供達の睡眠時間では，起床時間は，通園時間との関
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係で，ほほ7: 30頃には目覚めていたが，就床時間は遅く，母親が，理想とする時聞からみると，
1時間30分も遅くなっている事が知られる。その要因の一つに， TV視聴時聞があり，子供の
好む番組が午後9時台迄ある事をみると，当然の結果とみる事が出来る。子供達の体格につい
ては，現状で，親の理想とする体格と比して， 「丁度よい」と考えている親が多かったが，身
長では，「もう少し高く」体重で「もう少し重く」を望んでいる親が多く，全体的には，現状
より大型の子供の成長を望んでいる事が知られた。 最後に， 「子供の健康に最も気を使ってい
る事」については，「食事に関する面」と「健康面に関する」事が多かった。子供への心配事
は尽きないものであるが本調査を通して “すこやかな成長を心から願って止まないもので
ある。，
総体的に今回の調査で感じた事は，子供の生活は，大人の生活のミニ化された中で生活して
いる様で，大人は，もっと，子供の特性を知る学習をする必要があるのではなかろうかと感じ
た次第である。これらの点について，諸先輩のご指導，ご助言，叱責等いただければ幸甚に在
ずる次第です。未尾ながら， 本調査にご多忙の中，心よ くご協力いただ、いた，（順不同で申し
訳ありませんが）大麻幼稚園， 大麻第2幼稚園，江別あけぼの幼稚園，札幌西野さ くら幼稚園，
札幌つぼみ幼稚園の園長先生はじめ諸先生，及び，ご父母の皆様に心より厚く御礼を申し上げ
る次第です。
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本研究は，北海道女子短期大学平成7年度教員特別研究費の助成によるものである。
参考文献
1 ）日本子供を守る会編：子ども白書1995年版， （栂草土文化， P.111-149 
2）南部春生：子どもの心とからだが見えますか，北海道新聞社1995.7月， P.55-57, P. 91, P. 
97-107 
3）岸本裕史：伸びる子の育て方 小学館1994.12月， P 63-82 
4）東昇，田崎雅子：北海道女子短期大学研究紀要第30号
5）北海道新聞，平成7年8月18日付夕刊
6）河野友美：食から見直す子どもの健康，ぎょうせい， 1995. 1月
7）斎藤次郎 ：いたずらの復権，体育科教育8月号，1995, P. 57，大修館書店
